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市水道源井は海岸から 1粁にあって大潮のとき振幅 50cm(海潮の約 10分の 1)位相の建
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位幅につき Q，地屠の透水率を勺空隙率を z --- ァ てZで司~に
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Q=-x(H十りす ( 1 ) 
又蓮複式は時聞を tl'Lて表はせば明かに
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ヒ=と。 COS<rt (4) 
とすれば， (4)を満足する (3)の解は
~=~o e -a.x cos(σ1-<<.-.;)， 但し<<=〆可五万 (5) 
で，地下水位従って井戸水面の昇降は遠方に主主るほど潮汐よりも位相が αL だけ遅れ，振




( i ) 謹端開放不塵にLて且つ途中は漏水なき被塵地下水層(安藤氏の場合K類似)0
第2屈に於て，一定の厚さ D 放る被盤地下水屠の遠端は開放不塵紙態にあるとし，塗
中 xに於ける塵力水頭をとにて表はせば， 第 2 闘
運動雄式は Q=-xD会 (6) 
蓮麗雄知学=0 ) 
-.'_ } ( 7 ) 
或は Q=時間 fのみの品数F
今と及び Q を潮汐たき場合の定常値 ~1 ， QI' 
持ーーー --L----~唱 .:t" 
潮汐によるもの ~2， Q2 f'L分てば，定常値は海岸 "1;'=0 にてら=九遠端 (λ・=L)にて
~1;=H1 ~己し











!と2!x=L=I:l2 COS(σt-s) (11) 
とし，牟振幅 I:lzと位相差 Fを求めん!tL，遠端の開放水面の幅を A とすれば蓮韻僚件
より
II.A I与 "c=r，=-Q空=子[んCOSσ1-I:l2COS (刊) (12) 
之に (11)を代入すれば
-A品川in(σl-s)=子[んcos<rtー かOS(at-s)]，但し c=x/ll
或は -AI:l2σ[cos s sin a/-sin s cos at]= 
子[ゐCOSat-品 (coss cos at+Sin s sin at)] 
之は tの如何に閥せや成立すべきにより，左右雨謹の sina/とCOSatの項を別ノ々に相等し
と置き
-Aa COS s=一千sin AFf2a sin s=子[h2-I:lz cos sJ 、
6 . 














イ旦し tan v 
子工血事
L-x ，I:l. . _n 
z一一一一十一一;"'-xCOS 1 L ' L 
(14) 








時間ICqとすれば 第 3 断




先づ潮汐主主き定常猷態の QI> ~I を考へる
と，此の二式より
d2~1 _ b y 
d.x2 -τD '1 (16) 
之を解け品
〆 mL H'¥ sinh rむ











ヒョ=A(t)emx十B(t)e-mぺ但し /11=，/ b五万 ，-
之に境界僚件
海岸: Iと21%:=0=んcosσん











~2~h2e-mx C0S al， 但し m=〆bjxD (18') 







達せられ，振幅の減率も位相差もたい筈である。数式上では (i)の場合の A を 0 と置け



















><=0.065 cmjsec.=0.00065 mjsec. 






距離 x (米) 40 60 80 
0.003 
100 
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附記:一一別府の様に全地域一面に無数の温泉を放流して居る海岸温泉の感潮現象は，上
越の如く理論2の(ii)の場合に相官ずるのであるが，温泉口数の極めて少たい海岸被塵屠
欣温泉では， (i)の場合に該蛍するものもあると思はれる。左様た温泉の感潮現象は，振
幅が海潮に比して著しくtl、なると同時に位相も遅れるであらう。大牟田水道源井は安蔵氏
の言ふが如く大関に於て此の種に屈するかと居、はれる。
備ま互に注意したいのは，振幅も減じ位相も遅れる場合Kは，分潮毎に其の程度を異にし
牛日潮と一日潮とでは告余程の差があるととである。 ー日潮は宇日潮に比して割合振幅は減
少せ十，叉位相の遅れも少い。従って其の重なり工合によっては，雨者の合成作用の最高
最低は見懸上海潮よりも位相が進んだかの如く見えるとともるり得る。稀に海岸温泉の感
潮現象が海潮よりも位相の進む例の報告に接するが，或は毛とん1原因でないかと私は想像
する。それで、ないと今の私には到底解韓がつか主主い。別府温泉でも大抵は位相の差を示さ
ないがs 極めて稀に位相の進むらしいものも遅れるらしいものもある。市も遅れるものと
進むものとが近い所に混在してゐるのもあるので，全簡として{追加差なしといふ外1J.いが，
兎も角左様なものが混ざってゐるのは， 5j1J府温泉も完全に (i)の場合の僚件を満たすので
は怒し幾分(i)の僚件に属する所もあると云ふのが至首であらう。それでも位相の進み
(20) 例へば前回競氏は浅虫温泉の一つに就いて位相の遜みを報告してゐる，地震第向巻(昭
和11年) 1頁。
(1l7 ) 
海岸地 I~ *の研究
は見懸け上のもので，一日潮と半日潮の重さ怒り工合としか考へられたいととは前同様で
ある。満潮がまだ別府漕に到達したい以前遠方の潮汐負荷によって既に其の数巣を呈した
のでは友いかとも一廉考へて見?とが，別府温泉の大多数にf立相差たし況んや遅れるもの
と近接してゐるととさへあるので到底受入れるわけに行かたい。叉他方面からも別府温泉
の感潮は潮汐の負荷による較り出し作用でたい乙とが立聾されて居るのである。
序主主がら須田博士の調べた芦屋附近の感潮も，其の地質(花嵐岩地の理想的主主砂質)から
考へ，草Lt亡は寧ろ地下水路が海中へ開口して居るための様に思はれてならない。
(21) 既出(9)0
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